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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和3年11月25日(2021.11.25)

【公開番号】特開2019-194667(P2019-194667A)
【公開日】令和1年11月7日(2019.11.7)
【年通号数】公開・登録公報2019-045
【出願番号】特願2018-201162(P2018-201162)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/20     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/20     (2006.01)
   Ｂ６５Ｈ   7/14     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｂ６５Ｈ  29/52     (2006.01)
   Ｂ６５Ｈ  85/00     (2006.01)
   Ｂ６５Ｈ  29/70     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   21/00     ５３０　
   Ｇ０３Ｇ   21/20     　　　　
   Ｇ０３Ｇ   21/14     　　　　
   Ｇ０３Ｇ   15/20     ５０５　
   Ｂ６５Ｈ    7/14     　　　　
   Ｇ０３Ｇ   15/00     ４８０　
   Ｂ６５Ｈ   29/52     　　　　
   Ｂ６５Ｈ   85/00     　　　　
   Ｂ６５Ｈ   29/70     　　　　
   Ｇ０３Ｇ   15/00     ４６１　
   Ｇ０３Ｇ   15/00     ４６３　

【手続補正書】
【提出日】令和3年10月15日(2021.10.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を出力する発光手段と、
　前記発光手段から出力された前記光を反射する反射部材と、
　前記反射部材からの反射光を受光する受光手段であって、前記発光手段から前記受光手
段に至るまでに一回以上にわたりシートが搬送される搬送路を横切ってきた光である前記
反射光を受光する受光手段と、
　前記受光手段が受光量に応じて出力する検知信号に基づき、前記搬送路を光が横切る位
置にシートが到着しうる期間において当該位置にシートがあるかどうかを検知する検知手
段と、
　空気を送る送風手段であって、前記空気が前記反射部材に対して送られる、送風手段と
、
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　前記シートが前記位置に到着する前の期間において前記受光手段が出力した検知信号に
応じて、前記送風手段の風量と稼働時間とのうちの少なくとも一方を調整する制御手段と
、を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、
　　　前記検知信号のレベルが結露閾値を超えていない場合、前記送風手段の風量を増加
させるか、または、前記送風手段による送風を継続し、
　　　前記検知信号のレベルが前記結露閾値を超えている場合、前記送風手段の風量を減
少させるか、または、前記送風手段による送風を停止させることを特徴とする請求項１に
記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記送風手段の稼働時間を計測する計測手段をさらに有し、
　前記制御手段は、前記計測手段により計測された前記稼働時間が所定時間以上となって
も前記検知信号のレベルが前記結露閾値を超えていない場合、前記送風手段の風量を減少
させるか、または、前記送風手段による送風を停止させることを特徴とする請求項２に記
載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記画像形成装置がシートに画像を形成している間は前記送風手段を
稼働させ、前記画像形成装置が前記シートに対する画像の形成を終了すると、前記搬送路
において光が横切る位置にシートが無いときに前記受光手段が出力した検知信号に応じて
、前記送風手段の風量と稼働時間とのうちの少なくとも一方を調整することを特徴とする
請求項１ないし３のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、電源から電力を供給されて前記画像形成装置が起動したとき、または
、前記画像形成装置が画像形成を実行しない状態から画像形成を実行可能な状態に復帰し
たときに、前記発光手段に光を出力させ、前記受光手段が出力した検知信号に応じて前記
送風手段を駆動または停止させることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、
　　　前記検知信号のレベルが結露閾値を超えていない場合、前記送風手段による送風を
開始するか、または、前記送風手段の風量を増加させ、
　　　前記検知信号のレベルが前記結露閾値を超えている場合、前記送風手段の風量を減
少させるか、または、前記送風手段による送風を実行しないことを特徴とする請求項５に
記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、電源から電力を供給されて前記画像形成装置が起動したとき、または
、前記画像形成装置が画像形成を実行しない状態から画像形成を実行可能な状態に復帰し
たときに、前記発光手段に光を出力させるとともに、前記送風手段の送風を開始させ、前
記受光手段が出力した検知信号に応じて前記送風手段を停止させるか、または、前記発光
手段の発光量もしくは前記受光手段のゲインを調整することを特徴とする請求項１に記載
の画像形成装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、
　　　前記検知信号のレベルが所定範囲の下限値以上でない場合、前記送風手段による送
風を継続し、
　　　前記検知信号のレベルが前記所定範囲の下限値以上である場合、前記送風手段の風
量を減少させるか、または、前記送風手段による送風を停止させることを特徴とする請求
項７に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記送風手段の稼働時間を計測する計測手段をさらに有し、
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　前記制御手段は、前記計測手段により計測された前記稼働時間が所定時間以上となって
も前記検知信号のレベルが前記所定範囲の下限値以上でない場合、前記発光手段の発光量
を増加させるかもしくは前記受光手段のゲインを増加させることを特徴とする請求項８に
記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、前記発光手段の発光量を設定可能な最大値まで増加させても、前記検
知信号のレベルが前記所定範囲の下限値以上でない場合、前記受光手段のゲインを増加さ
せることを特徴とする請求項９に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記制御手段は、前記受光手段のゲインを設定可能な最大値まで増加させても、前記検
知信号のレベルが前記所定範囲の下限値以上でない場合、前記発光手段の発光量を増加さ
せることを特徴とする請求項９に記載の画像形成装置。
【請求項１２】
　前記検知信号のレベルが前記所定範囲内となったときの前記発光手段の発光量を初期値
として記憶する記憶手段をさらに有し、
　前記制御手段は、前記発光手段の発光を開始するときに前記記憶手段に記憶されている
初期値を前記発光手段に設定することを特徴とする請求項９に記載の画像形成装置。
【請求項１３】
　前記検知信号のレベルが前記所定範囲内となったときの前記受光手段のゲインを初期値
として記憶する記憶手段をさらに有し、
　前記制御手段は、前記受光手段の受光を開始するときに前記記憶手段に記憶されている
初期値を前記受光手段に設定することを特徴とする請求項９に記載の画像形成装置。
【請求項１４】
　前記送風手段から吹き出されるか、または、前記送風手段により吸引される空気が前記
反射部材に送風されるように前記空気を前記反射部材に導く通風路をさらに有することを
特徴とする請求項１ないし１３のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項１５】
　前記搬送路において対向して設けられ、シートをガイドする第一ガイド部材および第二
ガイド部材をさらに有し、
　前記発光手段および前記受光手段は、前記第一ガイド部材に固定されており、
　前記反射部材は、前記第二ガイド部材に固定されていることを特徴とする請求項１ない
し１４のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項１６】
　前記発光手段と前記受光手段との間に設けられた遮光部材をさらに有することを特徴と
する請求項１ないし１５のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項１７】
　前記搬送路を形成する搬送ガイド部材をさらに有し、
　前記送風手段は、前記反射部材と前記搬送ガイド部材それぞれに対して空気を送ること
を特徴とする請求項１ないし１６のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項１８】
　前記搬送路は、第一面に画像が形成されたシートの第二面に画像を形成するために、当
該シートの画像形成面を前記第一面から前記第二面に反転させる反転搬送路であることを
特徴とする請求項１７に記載の画像形成装置。
【請求項１９】
　前記反転搬送路に設けられた反転ローラと、
　前記反転搬送路に設けられ、前記画像形成装置の外部と連通した開口部と、をさらに有
し、
　前記送風手段は、前記送風手段により送風された空気が前記開口部から前記画像形成装
置の外部に排出されるように、配置されていることを特徴とする請求項１８に記載の画像
形成装置。
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【請求項２０】
　シートに画像を形成する画像形成手段と、
　前記画像形成手段によって形成された画像に熱を加えて、当該画像を前記シートに定着
させる定着手段と、
　前記定着手段を通過してきた前記シートが搬送される搬送路を形成する搬送ガイド部材
と、
　光を出力する発光手段と、
　前記発光手段から出力された前記光を受光する受光手段であって、前記発光手段から前
記受光手段に至るまでに一回以上にわたり前記搬送路を横切ってきた前記光を受光する受
光手段と、
　前記受光手段が受光量に応じて出力する検知信号に基づき前記搬送路において光が横切
る位置にシートが到着しうる期間において当該位置にシートがあるかどうかを検知する検
知手段と、
　空気を送る送風手段であって、前記空気が前記搬送ガイド部材に対して送られる、送風
手段と、
　前記シートが前記位置に到着する前の期間において前記受光手段が出力した検知信号に
応じて、前記送風手段の風量と稼働時間とのうちの少なくとも一方を調整する制御手段と
、を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２１】
　前記発光手段と前記受光手段は、前記搬送路を挟んで対向するように配置されているこ
とを特徴とする請求項２０に記載の画像形成装置。
【請求項２２】
　前記発光手段により出力された光を反射する反射部材をさらに有し、
　前記受光手段は、前記反射部材からの反射光を受光するように配置されていることを特
徴とする請求項２０に記載の画像形成装置。
【請求項２３】
　前記搬送路は、第一面に画像が形成されたシートの第二面に画像を形成するために、当
該シートの画像形成面を前記第一面から前記第二面に反転させる反転搬送路であることを
特徴とする請求項２０に記載の画像形成装置。
【請求項２４】
　前記反転搬送路に設けられた反転ローラと、
　前記反転搬送路に設けられ、前記画像形成装置の外部と連通した開口部と、をさらに有
し、
　前記送風手段は、前記送風手段により送付された空気が前記開口部から前記画像形成装
置の外部に排出されるように、配置されていることを特徴とする請求項２３に記載の画像
形成装置。
【請求項２５】
　前記制御手段は、前記受光手段が出力した前記検知信号と前記定着手段を連続して通過
してきたシートの枚数とに応じて前記送風手段の稼働時間と風量とのうち少なくとも一方
を調整することを特徴とする請求項２０ないし２４のいずれか一項に記載の画像形成装置
。
【請求項２６】
　シートに画像を形成する画像形成手段と、
　前記画像形成手段によって形成された画像に熱を加えて、当該画像を前記シートに定着
させる定着手段と、
　前記定着手段を通過してきた前記シートが搬送される搬送路を形成する搬送ガイド部材
と、
　光を出力する発光手段と、
　前記発光手段から出力された前記光を受光する受光手段であって、前記発光手段から前
記受光手段に至るまでに一回以上にわたり前記搬送路を横切ってきた前記光を受光する受
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光手段と、
　前記受光手段が受光量に応じて出力する検知信号に基づき前記搬送路において光が横切
る位置にシートが到着しうる期間において当該位置にシートがあるかどうかを検知する検
知手段と、
　前記定着手段を通過することで前記シートに生じるカールを矯正するカール矯正手段と
、
　前記シートが前記位置に到着する前の期間において前記受光手段が出力した前記検知信
号に応じて、前記カール矯正手段を制御する制御手段を、有することを特徴とする画像形
成装置。
【請求項２７】
　前記制御手段は、前記受光手段が出力した前記検知信号に応じて前記カール矯正手段に
よるカールの矯正量を調整することを特徴とする請求項２６に記載の画像形成装置。
【請求項２８】
　光を出力する発光手段と、
　前記発光手段から出力された前記光を反射する反射部材と、
　前記反射部材からの反射光を受光する受光手段であって、前記発光手段から前記受光手
段に至るまでに一回以上にわたりシートが搬送される搬送路を横切ってきた光である前記
反射光を受光する受光手段と、
　前記受光手段が受光量に応じて出力する検知信号に基づき、前記搬送路を光が横切る位
置にシートが到着しうる期間において当該位置にシートがあるかどうかを検知する検知手
段と、
　空気を送る送風手段であって、前記空気が前記反射部材に対して送られる、送風手段と
、
　前記シートが搬送されていない期間において前記受光手段が出力した検知信号に応じて
、前記送風手段の風量と稼働時間とのうちの少なくとも一方を調整する制御手段と、を有
することを特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明によれば、たとえば、
　光を出力する発光手段と、
　前記発光手段から出力された前記光を反射する反射部材と、
　前記反射部材からの反射光を受光する受光手段であって、前記発光手段から前記受光手
段に至るまでに一回以上にわたりシートが搬送される搬送路を横切ってきた光である前記
反射光を受光する受光手段と、
　前記受光手段が受光量に応じて出力する検知信号に基づき、前記搬送路を光が横切る位
置にシートが到着しうる期間において当該位置にシートがあるかどうかを検知する検知手
段と、
　空気を送る送風手段であって、前記空気が前記反射部材に対して送られる、送風手段と
、
　前記シートが前記位置に到着する前の期間において前記受光手段が出力した検知信号に
応じて、前記送風手段の風量と稼働時間とのうちの少なくとも一方を調整する制御手段と
、を有することを特徴とする画像形成装置が提供される。


	header
	written-amendment

